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４
月
18
日
に
海
老
納
眞
則
選
挙
管

理
委
員
会
委
員
長
か
ら
当
選
証
書
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
選
挙
期
間
中
に

寄
せ
て
い
た
だ
い
た
励
ま
し
や
期
待
、

市
政
へ
の
要
望
の
声
が
胸
に
響
き
、

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が
い
た
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
ス
タ
ー
ト
を
切
る
３
期

目
は
、
こ
れ
ま
で
の
４
年
間
で
進
め

て
き
た
ま
ち
づ
く
り
の
構
想
が
花
開

く
４
年
間
に
な
り
ま
す
。

新
施
設
、
続
々
と
完
成
へ

　

開
館
間
近
の
新
図
書
館
に
始
ま
り
、

平
成
30
年
度
ま
で
の
完
成
を
目
指
す

総
合
文
化
ホ
ー
ル
や
城
下
町
交
流
拠

点
施
設
、
ま
た
同
年
度
に
は
中
九
州

地
域
高
規
格
道
路
も
竹
田
ま
で
繋
が

り
ま
す
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
懇
談
会
や
学
習
会
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
市
民
の
皆
さ
ん
と

多
く
の
議
論
を
重
ね
な
が
ら
た
ど
り

着
い
た
、
竹
田
市
に
夢
と
希
望
を
授

け
て
く
れ
る
新
し
い
施
設
が
目
に
見

え
る
形
で
姿
を
現
し
ま
す
。

　

ま
た
、
豪
雨
災
害
後
に
緊
急
治
水

ダ
ム
の
指
定
を
受
け
た
玉
来
ダ
ム
は

着
々
と
工
事
が
進
ん
で
お
り
、
平
成

29
年
度
に
は
い
よ
い
よ
本
体
工
事
に

着
手
し
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
が
安

心
し
て
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
一
刻
も
早
い
ダ
ム
の
完
成
が

待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

少
子
高
齢
化
だ
か
ら
こ
そ

必
要
な
仕
組
み
づ
く
り
を

　

竹
田
市
は
全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
高
齢
化
率
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で
も
活

き
活
き
と
生
活
で
き
る
よ
う
、
買
い

物
や
病
院
な
ど
に
通
う
交
通
・
移
動

手
段
の
確
保
、
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン

や
暮
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、

認
知
症
カ
フ
ェ
等
、
地
域
福
祉
の
拠

点
の
強
化
を
関
係
機
関
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
み
、
竹
田
市
の
現
状

に
即
し
た
新
し
い
仕
組
み
づ
く
り
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
世
代
の
方
に
は
嬉

し
い
ニ
ュ
ー
ス
で
す
。
こ
れ
ま
で
黒

字
経
営
を
続
け
て
き
た「
こ
ど
も
診

療
所
」が
、
総
合
文
化
ホ
ー
ル
の
隣

に
建
設
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
早
々
の
オ
ー
プ
ン
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
の
九
州
北
部
豪
雨
か
ら
の
災
害
復
興
を
最
優
先
に
、
そ
の
一
方
で
待
っ

た
な
し
の
ま
ち
づ
く
り
構
想
を
実
践
に
移
す
と
い
う
重
要
な
２
期
目
の
４
年
間
を

担
っ
て
き
た
首
藤
勝
次
竹
田
市
長
。
先
の
選
挙
戦
で
再
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
３
期
目
の
市
政
運
営
と
基
本
施
策
の
方
針
に
つ
い
て
、
首
藤
市

長
の
決
意
を
紹
介
し
ま
す
。

↑当選証書付与式

↑初登庁日に職員に拍手で出迎えられる首藤市長

首
藤
市
政

３
期
目
の
船
出
へ

全
国
区
に
向
け
て

　

  

さ
ら
な
る
飛
躍
を
！

災
害
を
克
服
し
た
４
年
間

市
民
の
皆
さ
ん
の
思
い
が

形
に
な
る
と
き
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農
業
分
野
の
大
き
な
飛
躍
は

竹
田
市
の
希
望
の
光
に

　

竹
田
市
は
平
成
26
年
の
農
業
算

出
額（
農
林
水
産
省
公
表
）が
10
年
前

の
１
８
１
億
円
か
ら
20
％
以
上
伸
び

２
１
８
億
円
、
さ
ら
に
平
成
27
年
は

２
２
８
億
円
に
達
し
ま
し
た
。
県
内

で
は
他
市
を
大
き
く
引
き
離
し
、
断

ト
ツ
の
一
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
生

産
者
の
日
々
の
努
力
に
頭
が
下
が
る

思
い
で
す
。
市
と
し
ま
し
て
も
荻
の

ト
マ
ト
学
校
を
始
め
と
す
る
若
手
農

業
後
継
者
の
育
成
、
農
業
後
継
者
の

経
営
や
生
活
を
支
え
る「
親
元
就
農

支
援
事
業
」や「
農
業
後
継
者
雇
用
安

定
事
業
」の
創
設
、
市
場
の
高
値
安

定
が
続
い
て
い
る
畜
産
農
家
を
後
押

し
す
る「
高
原
の
黒
い
ダ
イ
ヤ
応
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」等
、
こ
れ
ま
で
の

農
業
振
興
政
策
が
実
を
結
ん
だ
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

農
村
回
帰
運
動
に
よ
り
、
こ
れ
ま

で
多
く
の
移
住
・
定
住
者
が
竹
田
市

に
新
し
い
風
を
吹
き
込
ん
で
く
れ
て

い
ま
す
。
移
住
者
を
含
め
、
竹
田
市

に
暮
ら
す
す
べ
て
の
市
民
の
皆
さ
ん

の
思
い
や
行
動
が
、
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生

に
必
要
不
可
欠
で
す
。

　

す
べ
て
の
努
力
と
経
験
が
基
礎
と

な
り
、
小
さ
な
成
功
体
験
が
自
信
を

生
み
出
し
、
そ
こ
に
価
値
あ
る
新
し

い
夢
が
紡
ぎ
出
さ
れ
ま
す
。

　

災
害
の
復
興
か
ら
、
竹
田
市
を
全

国
区
へ

―

　

市
民
の
皆
さ
ん
、
一
緒
に
手
を
取

り
進
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

竹
田
市
長　

首
藤
勝
次

「
竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル
」　

施
設
と
ホ
ー
ル
の
愛
称
が
決
定

  

「
竹
田
市
文
化
会
館（
仮
称
）名
称
検

討
委
員
会
」で
は
、
多
く
の
皆
様
に

愛
さ
れ
、
育
て
て
い
た
だ
け
る
施
設

と
す
る
た
め
に
、
①
施
設
名
、
②
大

ホ
ー
ル
、
③
多
目
的
ホ
ー
ル
の
愛
称

を
募
集
し
ま
し
た
。

  

「
竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル
」の
愛

称
は
、
久
住
中
学
校
３
年
の
江
藤
夢

さ
ん
の
作
品
を
ア
レ
ン
ジ
し
た『
グ

ラ
ン
ツ
た
け
た
』に
決
定
し
ま
し
た
。

　

選
考
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

⑴
竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル
の
愛
称

　

★
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た（
Ｇ
Ｌ
Ａ
Ｎ

Ｚ   

Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｔ
Ａ
）

  

「
グ
ラ
ン
ツ（
Ｇ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｚ
）」は
、

「
栄
光
」「
輝
か
し
さ
」「
き
ら
め
き
」と

い
う
意
味
の
ド
イ
ツ
語
。
文
化
ホ
ー

ル
が
あ
る
こ
と
で
、
す
べ
て
の
人
々

の
日
常
に「
輝
き
」が
生
ま
れ
、
ス

テ
ー
ジ
に
立
つ
人
の
新
し
い
才
能
が

「
き
ら
め
き
」、
さ
ら
に
、
文
化
ホ
ー

ル
そ
の
も
の
が「
輝
き
続
け
る
施
設

で
あ
っ
て
ほ
し
い
」と
い
う
期
待
を

込
め
ま
し
た
。

⑵
大
ホ
ー
ル
愛
称

　

★
廉
太
郎
ホ
ー
ル　
「
瀧
廉
太
郎
」

　

大
ホ
ー
ル
は
音
響
特
性
に
優
れ
て

お
り
、
瀧
廉
太
郎
記
念
全
日
本
高
等

学
校
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル
の
聖
地
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
竹
田
市
ゆ
か
り
の
音

楽
家
で
あ
る「
瀧
廉
太
郎
」に
ち
な
み
、

「
瀧
廉
太
郎
と
竹
田
市
」を
世
界
に
向

け
て
発
信
す
る
愛
称
と
し
ま
し
た
。

⑶
多
目
的
ホ
ー
ル
愛
称

　

★
多
目
的
ホ
ー
ル 「
キ
ナ
ー
レ
」

  

「
キ
ナ
ー
レ
」と
は
、
大
分
の
方
言

で
あ
る「
来
な
え
」の
響
き
を
考
慮
し

て
ア
レ
ン
ジ
し
た
造
語
。
多
目
的

ホ
ー
ル
は
、
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
活

動
な
ど
様
々
な
用
途
に
使
用
さ
れ
、

多
く
の
人
々
が
足
を
運
ぶ
こ
と
が
想

定
さ
れ
ま
す
。
人
々
の
印
象
に
残
り
、

気
軽
に
親
し
み
を
持
っ
て
呼
ぶ
こ
と

が
で
き
る
愛
称
と
し
て
選
考
し
ま
し

た
。

市長就任あいさつ

5月号

人口のうごき
　　　　　　　　　 （前 月 比）
人　口　22,661　人（−113人）
男　性　10,586　人（−  54人）
女　性　12,075　人（−  59人）
世帯数　10,393世帯（−  26世帯）

住民基本台帳登録人数

（平成29年４月１日現在）

   2   市長就任あいさつ

   4   新図書館オープンへ

   5   竹田市地域おこし協力隊紹介

   6   まちの出来事

   8   たけたん情報

10   竹田市のこよみ

12   たけたん情報

16   たけたん情報（健康・子育て・福祉）

17   たけたん情報（休日・夜間の在宅当番
医院）ほか

18   求人情報／人権シリーズ「ぬくもり」
ほか

19   学び舎（久住小学校）／まるごと博物
館（直入）

20   郷土の植物／アッパレ！ 100歳／
すくすく１歳ほか

■今月の表紙

笑って泣いて
　　  大きく育て
皐月の空を泳ぐ鯉のぼり。

「元気に」「たくましく」と、
子どもの成長を願う親の思い。

まいにち毎日をただ、
たくさん笑って、たくさん泣いて、
大きく育ってほしい。
撮影場所　荻町恵良原
モ デ ル　後藤克寿さん・克琉くん

■題字　草刈樵峰（竹田市在住の書家）

↑平成30年度の完成に向けて建設が進む総合文化ホール

※今月の市長コラム「有由有縁」はお休みします。
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「
周
り
の
風
景
に
マ
ッ
チ
し
た
白
と
黒
の

ツ
ー
ト
ン
カ
ラ
ー
の
壁
。
中
に
入
る
と
、
木

の
書
架
や
階
段
、
机
、
手
す
り
な
ど
、
ふ
ん

だ
ん
に
木
材
が
使
用
さ
れ
、
木
の
香
り
が
匂

い
立
つ
よ
う
。
広
い
窓
越
し
に
見
え
る
街
の

甍い
ら
か

や
街
並
み
、
ま
た
南
面
に
そ
そ
り
立
つ
石

の
壁
、
ま
さ
に
竹
田
の
図
書
館
だ
」（
内
覧
会

の
参
加
者
の
声
）

　

竹
田
幼
稚
園
跡
地
に
建
設
を
進
め
て
い
た

「
新
市
立
図
書
館
」が
完
成
し
、
５
月
21
日
の

オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
、
着
々
と
準
備
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　　

開
放
感
や
自
然
の
風
の
流
れ
を
考
え
て
配

置
さ
れ
た
書
架
は
流
線
形
。
１
階
に
は
飲
食

コ
ー
ナ
ー
や
テ
ラ
ス
席
、
図
書
室
を
見
下
ろ

す
２
階
に
は
閲
覧
席
や
学
習
室
な
ど
を
設
置
。

最
大
収
容
冊
数
は
旧
図
書
館
よ
り
約
７
万
冊

多
い
約
15
万
２
千
冊（
閉
架
含
む
）

↑市民の皆さんが参加した引っ越しイベント

↑風の流れを考えた流線形の書架

　

新
図
書
館
は
５
月
21
日
に
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、
当
日
か

ら
利
用
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

本との出会い、人との出会いを、
柔らかい光に満ちた
この新しい図書館で―

光に満ち、街に溶け込んだ
　竹田らしい図書館オープンへ

新竹田市立図書館
５月21日㈰ 開館

新図書館オープンへ
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平
成
29
年
度「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」の
委
嘱
式

が
４
月
３
日
、
市
本
庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」は
総
務
省
が
行
っ
て
い

る
事
業
で
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
等
の
進
行
が
著

し
い
地
方
に
お
い
て
、
地
域
外
の
人
材
を
積
極
的

に
誘
致
し
、
そ
の
定
住
・
定
着
を
図
る
こ
と
で
、 

地
域
力
の
維
持
・
強
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
目

的
と
す
る
取
り
組
み
で
す
。

　

平
成
29
年
度
の
第
５
期
協
力
隊
員
と
し
て
の
採

用
は
13
名（
う
ち
１
名
は
５
月
、
２
名
は
６
月
に

委
嘱
予
定
）。「
温
泉
療
養
」や「
ふ
る
さ
と
納
税
」、

「
文
化
振
興
」等
の
業
務
に
あ
た
り
ま
す
。

　

地
域
活
性
化
に
熱
い
意
欲
を
持
つ
協
力
隊
の
皆

さ
ん
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
１
日
付
け
で
着
任
し
た
10
名
の
竹
田
市
地

域
お
こ
し
協
力
隊
員
を
紹
介
し
ま
す
。

①
前
住
所
地
　
②
勤
務
先（
担
当
業
務
）　
③
抱
負

地域おこし協力隊紹介

竹
田
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に

新
し
い
メ
ン
バ
ー
加
わ
る

井い

下し
た　
妙た
え
子こ

①佐賀県神埼郡
②企画情報課
　（ふるさと納税）
③竹田のいいこと、い

いもの、最初に感じ
た感動を商品を通し
て多くの方々に知っ
てほしいです。

①大分県大分市
②まちづくりたけた株

式会社
③右も左も分かりませ

んので、竹田に住ん
で地域の方と触れ合
い、学んでいきたい
です。

①大分県大分市
②竹田総合学院
③市民の方や一緒に活

動する地域おこし協
力隊員と仲良くなっ
て、自分のできるこ
と、頼れることを見
極めていきたいです。

①大分県大分市
②国際観光案内所
③観光関係の仕事をや

りたくて竹田に来ま
した。インバウンド
など旅行に関わる会
社の立ち上げ等に携
わりたいです。

①大分県大分市
②直入地域振興課
　（ウェイクボード）
③沖縄県出身なので、

竹田の寒さにいち早
く慣れ、ウェイクボー
ドの知名度を向上さ
せながら地域の方々
との 交 流を深 めて、
竹田市に貢献できる
ように精一杯頑張り
ます。

洲す

鎌が
ま　
凜り
ん

①埼玉県川越市
②まちづくりたけた株

式会社
③まちづくりたけた株

式 会 社で の 業 務 を
通して、多くの方や
事柄と関わり、視野
を広げていきたいで
す。

①大分県別府市
②保険健康課
　（温泉利用指導）
③竹田市の温泉を活用

した健康づくりのシ
ステムを作り、竹田
市の温泉の素晴らし
さを全国に広めたい
です。

熊く
ま
谷が
え　
麗れ
い

①大分県大分市
②久住さやか
　（ガラス工房）
③ガラス作品の制作と

地域おこしを結びつ
けることができるよ
うな活動をしていき
たいです。

①福岡市南区
②文化政策課
　（文化振興）
③大学の修士課程で専

門にしていた文化政
策学を直接生かせる
職場ですので、精一
杯頑張りたいです。

①愛媛県松山市
②直入地域振興課
　（ウェイクボード）
③ウェイクボードのPR

は勿論ですが、他に
も素晴らしい物がた
くさん溢れている竹
田市を広くアピール
していきたいです。

原は
ら
口ぐ
ち　
健け
ん
太た

森も
り
山や
ま　
楓か
え
で　

張ち
ょ
う
　
浩こ
う

河こ
う
野の　
美み

里さ
と

佐さ

藤と
う　
理り

沙さ

吉よ
し
峰み
ね　
拡ひ
ろ
む　

星ほ
し
山や
ま　
泰ひ
ろ
和か
ず

農
業
の
一
層
の
効
率
化
を

目
指
し
て

　

荒
廃
農
地
の
発
生
防
止
や
水
路
、

農
道
の
長
寿
命
化
等
を
目
的
と
し
た

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
の

広
域
協
定
設
立
総
会
が
３
月
29
日
、

荻
・
久
住
・
直
入
の
各
地
域
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
広
域
協
定
に
よ
り
事
務
局
を

一
本
化
し
、
各
組
織
で
苦
慮
し
て
い

る
事
務
負
担
の
軽
減
を
図
る
と
と
も

に
、
大
き
な
面
積
で
取
り
組
む
こ
と

に
よ
る
農
業
用
施
設
の
長
寿
命
化
を

目
指
し
ま
す
。

　

農
業
産
出
額
大
分
県
ト
ッ
プ
の
竹

田
市
農
業
が
今
後
さ
ら
に
飛
躍
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

↑広域協定により農業の一層の飛躍を！
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４
４
２
農
産
加
工
所
で

再
び
地
域
活
性
化
を

　

道
の
駅
た
け
た「
４
４
２
農
産
加

工
所
」竣
工
式
が
３
月
30
日
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

４
４
２
農
産
加
工
所
は
、
平
成
３

年
に
地
元
城
原
地
区
の
女
性
を
中
心

に「
４
４
２
加
工
セ
ン
タ
ー
」を
発
足
。

隣
接
す
る
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
４
４
２
で

加
工
品
や
農
産
物
の
販
売
を
始
め
ま

し
た
。

　

平
成
25
年
12
月
に
22
年
の
歴
史
に

い
っ
た
ん
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
が
、

城
原
地
区
の
活
性
化
に
貢
献
し
よ
う

と
、「
き
ば
る
万
葉
工
房
」が
新
た
に

設
立
さ
れ
、
今
後
加
工
品
や
弁
当
の

製
造
な
ど
を
行
い
ま
す
。

  

「
道
の
駅
た
け
た
」を
中
心
に
販
売

し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

  「第69回岡城桜まつり」が４月２日、国指定史跡岡城跡や
竹田城下町界隈にて盛大に開催されました。
　史実に基づき再現された歴史絵巻を一目見ようと、今年
も市内外から多くの見物客が詰めかけ、城下町は一層の賑
わいを見せていました。

友
好
の
絆
を
深
め
て

　

フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
会
員
交
流

　

フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
フ
ォ
ー
ス
大

分（
大
塚
邦
彦
会
長
）で
は
、
ク
ラ
ブ

相
互（
世
界
50
か
国
・
約
５
５
０
ク

ラ
ブ
）の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
じ
て
、

国
際
親
善
や
会
員
相
互
の
交
流
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
竹
田
市
を
訪
れ
た
の
は
、
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
ワ
シ
ン
ト
ン
州
の
オ

リ
ン
ピ
ア
市
か
ら
、
オ
リ
ン
ピ
ア
ク

ラ
ブ
と
ウ
ィ
ッ
ド
ビ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド

ク
ラ
ブ
の
会
員
11
名
で
す
。

　

４
月
６
日
、
会
員
ら
は
国
指
定
史

跡
岡
城
跡
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

「
石
垣
と
桜
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
素

晴
ら
し
い
」「
積
み
重
ね
て
き
た
歴
史

の
重
さ
を
感
じ
ま
す
」と
、
初
め
て

訪
れ
た
岡
城
の
感
想
を
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

↑城原地区を私たちで盛り上げます！

↑日米の友好の絆を深めました

今
年
も
盛
大
に
開
催

↑史実を忠実に再現した大名行列

↑轟音一発！

←颯爽と駆け抜ける騎馬に
大歓声

↑ＴＡＯのメンバーによる圧巻のパフォーマンス

豊
か
な
水
の
恵
み
に
感
謝

荻
地
域
で
水
恩
祭
開
催

　

通
水
を
記
念
し
、
水
の
恵
み
に
感

謝
す
る
水
恩
祭
が
荻
地
域
の
各
地
区

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

４
月
６
日
に
は
白
水
井
路
土
地
改

良
区
の「
第
１
１
７
回
水
恩
祭
」、
10

日
に
は
荻
柏
原
土
地
改
良
区
の「
第

94
回
水
恩
祭
」、
12
日
に
は
荻
西
部

土
地
改
良
区
記
念
碑
前
で「
第
60
回

水
恩
祭
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

出
席
者
た
ち
は
、
水
を
引
き
、
水

田
を
拓
き
、
荻
町
農
業
の
基
礎
を
築

い
た
先
人
た
ち
の
偉
大
な
功
績
と

『
水
』の
恵
み
に
感
謝
の
念
を
捧
げ
ま

し
た
。

↑先人の功績と水の恵みに感謝

まちの出来事

岡城桜まつり／大名行列・甲冑武者行列
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白
丹
温
泉
館
が

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

　

築
15
年
が
経
過
し
て
い
た
白
丹
温

泉
ふ
れ
あ
い
の
湯（
白
丹
温
泉
館
）で

は
、
泉
源
ポ
ン
プ
の
劣
化
な
ど
施
設

の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
た
た
め
、
一

時
休
館
し
、
改
修
工
事
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。

　

工
事
が
完
成
し
た
４
月
１
日
、
関

係
者
約
50
人
が
出
席
し
、
施
設
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
祝
い
ま
し

た
。

　

ま
た
４
月
12
日
に
は
、
暮
ら
し
の

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー「
久
住
り
ん
ど

う
」と
白
丹
温
泉
館
が
共
同
で「
お
試

し
よ
り
あ
い
温
泉
」を
開
催
し
ま
し

た
。

　

車
が
な
い
方
な
ど
を
対
象
に
、
温

泉
入
浴
や
集
ま
っ
た
人
で
楽
し
く
話

を
し
な
が
ら
過
ご
し
て
も
ら
う「
よ

り
あ
い
温
泉
」は
、
宮
城
温
泉「
出
会

い
の
湯
」に
続
き
、
白
丹
温
泉
館
が

市
内
２
か
所
目
で
す
。

　

今
後
は
月
２
回
程
度
、
施
設
を
利

用
し
た「
よ
り
あ
い
温
泉
」を
開
催
す

る
そ
う
で
す
。

地
震
へ
の
備
え
を
万
全
に

　

都
野
中
学
校
で
避
難
訓
練
実
施

　

熊
本
地
震
の
発
生
か
ら
１
年
、
地

震
へ
の
備
え
を
万
全
に
し
よ
う
と
、

都
野
中
学
校
で
避
難
訓
練
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
同
校
で
は
新
入
生
が
入
学

し
た
４
月
に
毎
年
訓
練
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

訓
練
は
授
業
中
に
地
震
が
発
生
、

給
湯
室
か
ら
出
火
し
た
と
い
う
想
定

で
行
わ
れ
、
全
校
生
徒
23
人
は
地
震

発
生
と
同
時
に
自
分
の
身
の
安
全
を

確
保
し
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
避
難
し
ま

し
た
。

救
急
医
療
体
制
の
充
実
を

医
師
会
病
院
が
ド
ク
タ
ー
カ
ー
導
入

　

市
内
医
療
機
関
へ
の
救
急
車
の
受

入
れ
件
数
が
増
加
す
る
中
、
住
民
が

安
心
し
て
生
活
で
き
る
救
急
医
療
体

制
の
充
実
を
図
ろ
う
と
、
竹
田
医
師

会
病
院（
石
井
一
誠
院
長
）で
は
、
ド

ク
タ
ー
カ
ー
を
導
入
。
４
月
１
日
よ

り
運
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
医
師

や
看
護
師
が

同
乗
し
て
現

場
な
ど
へ
直

接
出
動
す
る

ド
ク
タ
ー

カ
ー
を
活
用

し
、
救
命
率

の
向
上
に
努

め
ま
す
。

「
水
道
料
金
の
統
一
」検
討
へ

竹
田
市
水
道
料
金
等
審
議
会
答
申

　

４
月
21
日
、
竹
田
市
水
道
料
金
等

審
議
会（
大
塚
惟
敬
会
長
）か
ら
首
藤

市
長
に
答
申
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
料
金
負
担
の
公
平
性
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
向
上
の
観
点

か
ら
、
簡
易
水
道
と
上
水
道
の
料
金

体
系
の
統
一
、
ま
た
事
業
統
合
を
求

め
て
い
ま
す
。
今
回
の
答
申
を
踏
ま

え
市
で
は
、
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
と

し
て
重
要
な
水

の
安
定
的
供
給

の
仕
組
み
づ
く

り
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

　

認
知
症
に
対
す
る
理
解
を
深
め
よ

う
と
、
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
、

地
域
の
方
な
ど
が
気
軽
に
交
流
で
き

る「
よ
り
そ
い
カ
フ
ェ
」が
４
月
15
日
、

久
住
町
都
野
の「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

く
た
み
の
も
り
」に
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。

　

よ
り
そ
い
カ
フ
ェ
は
平
成
27
年
度

か
ら
市
内
６
か
所
で
展
開
。「
都
野
」

は
７
か
所
目
の
オ
ー
プ
ン
で
、
ま
た
、

医
療
・
福
祉
の
専
門
施
設
と
し
て
市

内
で
初
め
て
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
施
設
利
用
者
や
地
域

の
方
、
関
係
者
約
50
人
が
出
席
し
、

開
所
を
祝
い
ま
し
た
。

　

よ
り
そ
い
カ
フ
ェ
都
野
は
毎
月

第
１
水
曜
日
に「
く
た
み
た
き
の
う

館
」、
毎
月
第
３
土
曜
日
に「
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
く
た
み
の
も
り
」で
行
わ

れ
ま
す
。
ぜ
ひ
お
気
軽
に
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

●身近な情報、ホットな話題をお寄せください。（総務課秘書広報係　☎ 63-1043　E-mail：taketa@city.taketa.lg.jp）

↑リニューアルオープンを祝う関係者の皆さん

↑机の下に隠れ、身の安全を守る生徒ら

↑救命率向上を目指します

↑「水の安定的な供給を」答申書提出

春
の
叙
勲 

瑞
宝
単
光
章

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

元
竹
田
市
消
防
指
令
。
山
室
さ
ん

は
高
校
卒
業
後
、
竹
田
市
消
防
署
に

入
署
。
41
年
の
永
き
に
わ
た
り
消
防

業
務
に
精
励
、
住
民
が
安
全
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
街
づ
く
り
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

　

特
に
過
去
幾
度
に
わ
た
り
竹
田
市

を
襲
っ
た
水
害
や
山
岳
遭
難
事
故
で

は
、
現
場
の
最
前
線
で
指
揮
を
と
る

な
ど
、
高
い
統
率
力
を
発
揮
さ
れ
ま

し
た
。

　
「
消
防
署
に
入
っ
て
半
年
後
、
市

街
地
の
ス
ー
パ
ー
で
発
生
し
た
火
事

の
現
場
に
出
動
し
た
と
き
の
記
憶
が

今
で
も
鮮
明
に
残
っ
て
い
ま
す
。
市

民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
使
命
を
遂

行
で
き
る
職
場
で
、
い
い
仕
事
を
選

ん
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
受

章
は
消
防
関
係
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
、

そ
し
て
家
族
の
支
え
の
お
陰
と
深
く

感
謝
し
て
い
ま
す
」

山
やま

室
むろ

　善
よし

則
のり

さん
（68歳・栃鶴）

よりそいカフェ「都野」がオープン！
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市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館  

☎
63
―
２
２
０
０

開
館
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

休
館
日　
５
月
８
日
㈪

○「
第
32
回
竹
田
市
美
術
展
」

５
月
２
日
㈫
～
14
日
㈰

　

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館
と
し
て

の
最
後
の
展
示
は「
竹
田
市
美
術
展
」

で
す
。
今
の
竹
田
の
文
化
力
を
支
え

る
市
民
の
皆
さ
ま
の
力
作
が
一
同
に

展
示
さ
れ
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ま
の

ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館
は
、
解

体
・
新
築
工
事
の
た
め
約
２
年
間
の

休
館
を
経
て
、
新
た
な
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
と
な
っ
て
、
城
下
町
交
流
拠
点

施
設
内
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
に
多

大
な
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
平
成
31
年
度
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
ま
で
ご
迷
惑
を
お
か

け
い
た
し
ま
す
が
、
新
し
い
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

都
市
計
画

都
市
計
画
道
路
変
更
に
関
す
る

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　

都
市
計
画
道
路「
竹
田
駅
前
平
線
」

は
、
昭
和
62
年
に
都
市
計
画
決
定
さ

れ
、
現
在
ま
で
長
期
に
わ
た
り
未
着

手
路
線
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
等
を
受
け
、

長
期
未
着
手
路
線
の
見
直
し
が
必
要

と
な
っ
て
い
る
当
該
路
線
に
つ
い
て

都
市
計
画
変
更
作
業
を
行
っ
て
お
り
、

皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
伺
う
た
め
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
説
明
会

日
時　

5
月
15
日
㈪　

午
後
7
時 

～ 

午
後
8
時

場
所　
ま
ち
づ
く
り
た
け
た
㈱
：
古

町
ｋ
ｉ
ｔ
ｔ
ｏ　

２
Ｆ（
竹
田
市
大

字
竹
田
町
）

◇
素
案
縦
覧

縦
覧
期
間　
5
月
24
日
㈬ 

～
6
月

7
日
㈬　

午
前
8
時
30 

分 

～
午
後

5
時（
平
日
の
み
）

縦
覧
場
所　
竹
田
市
都
市
デ
ザ
イ
ン

課◇
公
聴
会　
（
予
定
）

日
時 　
6
月
14
日
㈬　

午
後
7
時

～ 

（
公
述
申
出
者
が
い
な
い
場
合
は

中
止
）

場
所　
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー　

多
目
的
ホ
ー
ル

○
公
聴
会
に
つ
い
て

　

公
聴
会
に
お
い
て
意
見
の
申
出
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
6
月
7
日
㈬

の
素
案
縦
覧
が
満
了
す
る
日
ま
で
に

「
公
述
申
出
書
」を
縦
覧
場
所
宛
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
公
聴
会

の
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
公
聴

会
開
始
の
30
分
前
か
ら
受
付
を
行
い

ま
す
の
で
、
会
場
ま
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　

た
だ
し
、
意
見
の
申
出
者
が
い
な

い
場
合
は
、
公
聴
会
を
中
止
し
、
そ

の
旨
を
竹
田
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
ま
す
。

問
竹
田
市
都
市
デ
ザ
イ
ン
課

☎ 

63
―
４
８
４
８

セ
ミ
ナ
ー

竹
田
断
酒
会
創
立
15
周
年
記
念
大
会

ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
・
関
連

問
題
竹
田
市
住
民
公
開
セ
ミ

ナ
ー

第
１
部　
体
験
発
表

　
「
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
を
断
酒
す
る

こ
と
で
乗
り
越
え
て
い
る
当
事
者
本

人
」「
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
者
を
家
庭

に
抱
え
、
と
も
に
病
気
と
向
か
い

合
っ
て
い
る
ご
家
族
」が
過
去
の
体

験
談
を
掘
り
起
こ
し
、
断
酒
継
続
の

誓
い
を
互
い
に
共
有
し
ま
す
。

第
２
部　
記
念
講
演

演
題　
「
酒
害
か
ら
の
回
復
に
断
酒

会（
自
助
グ
ル
ー
プ
）の
果
た
す
役

割
」

講
師　
社
会
医
療
法
人
ま
し
き
会
益

城
病
院　

院
長　

松
永
哲
夫
氏

日
時　
６
月
11
日
㈰　

午
前
10
時
～

午
後
３
時
30
分

場
所　
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー　

多
目
的
ホ
ー
ル

問
竹
田
断
酒
会（
小
代
）

☎
66
―
２
８
０
１
／
０
９
０
―
１
０
８
８

―
１
８
６
５

竹
田
市
社
会
福
祉
課　

障
が
い
福
祉

係
☎
63
―
４
８
１
１

依
存
症
啓
発
講
座
開
催
の

お
知
ら
せ

　

ア
ル
コ
ー
ル
、ギ
ャ
ン
ブ
ル
、ネ
ッ

ト
、
薬
物
等
の
依
存
症
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
、
適
切
な
関
わ
り
や
治
療

に
つ
な
が
る
こ
と
を
目
的
に
、
依
存

症
啓
発
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

６
月
７
日
㈬　

午
後
２
時
～

午
後
４
時（
受
付
午
後
１
時
30
分
）

場
所　

豊
後
大
野
市
清
川
町　

豊
後

大
野
市
神
楽
会
館　

多
目
的
ホ
ー
ル

内
容　

講
演「
依
存
症
の
理
解
と
対

応
」

講
師　

河
村
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長　

河

村
郁
男
氏

参
加
料　

無
料（
事
前
に
申
し
込
み

を
お
願
い
し
ま
す
）

申
込
締
切　

５
月
31
日
㈬

・
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
０
９
７
―

５
４
１
―

５
２
７
６

観　
光

竹
田
市
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
レ

デ
ィ
募
集
要
項

■
応
募
資
格

　

大
分
県
内
に
在
住
す
る
18
歳
以
上

（
平
成
29
年
4
月
1
日
現
在
）、
自
称

竹
田
フ
ァ
ン
の
女
性
で
、
心
身
共
に

健
康
、
特
に
竹
田
市
を
愛
し
、
主
催

者
の
指
示
で
観
光
宣
伝
や
公
式
行
事

に
元
気
に
参
加
で
き
る
方
を
募
集
し

ま
す
。

⑴
平
成
29
年
7
月
1
日
か
ら
一
年
間
、

観
光
宣
伝
行
事
に
参
加
で
き
る
方

⑵
未
成
年
の
場
合
は
親
権
者
、
勤
務

さ
れ
て
い
る
方
は
雇
用
主
の
承
諾

を
得
た
方

⑶
高
校
生
及
び
他
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

レ
デ
ィ
等
の
任
期
中
で
な
い
方

■
応
募
方
法

⑴
所
定
の
応
募
用
紙
１
通
を
、
直
接

ま
た
は
郵
送
に
て
応
募
先
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

⑵
応
募
用
紙
の
提
出
の
日
か
ら
起
算

し
、
３
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
全

身
及
び
顔
写
真
を
添
付
し
て
く
だ

さ
い
。

　

写
真
の
大
き
さ
は
サ
ー
ビ
ス
サ
イ

たけたん

情 報

５月号
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ズ
と
し
、
カ
ラ
ー
・
正
面
・
無
帽

の
も
の
を
使
用
し
、
裏
に
は
必
ず

住
所
・
氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。

■
応
募
受
付
期
限

　

６
月
１
日
㈭
必
着

■
審
査

⑴
第
一
次
審
査　
〈
書
類
選
考
〉

　

最
終
審
査

　
〈
面
接
〉６
月
３
日
㈯

　
〈
場
所
〉竹
田
市
内（
※
別
途
、
会

場
は
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

⑵
審
査
時
の
服
装
は
自
由

⑶
選
出
さ
れ
た
方
に
は
、
旅
行
券
を

贈
呈

　

＊
最
終
面
接
に
残
っ
た
方
に
も
記

念
品
を
贈
呈

⑷
審
査
結
果
は
後
日
、
本
人
に
郵
送

に
て
連
絡

《
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
》

　

応
募
さ
れ
た
方
の
個
人
情
報
に
関

し
て
、
本
事
業
に
の
み
利
用
す
る
目

的
で
収
集
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ

れ
以
外
の
目
的
に
利
用
、
他
に
提
供
、

開
示
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
収
集
し
た
個
人
情
報
は
責
任
を

も
っ
て
適
切
に
取
り
扱
い
管
理
す
る

も
の
と
し
、
本
事
業
の
終
了
に
伴
い
、

適
切
に
廃
棄
・
消
去
し
ま
す
。

■
応
募
先
及
び
問
合
せ
先

〒
８
７
８
―

０
０
１
１  

大
分
県
竹
田

市
大
字
会
々
２
２
５
０
番
地
1　

竹

田
市
商
工
観
光
課  

☎ 

63
―
４
８
０
７

環
境
衛
生

竹
田
市
指
定
ご
み
袋
包
装
紙

（
紙
ラ
ベ
ル
）広
告
募
集

　

平
成
29
年
度
に
竹
田
市
が
作
成
す

る
指
定
ご
み
袋
１
ロ
ー
ル
の
包
装
紙

に
、
企
業
広
告
を
掲
載
し
ま
す
。
指

定
ご
み
袋
及
び
包
装
紙
の
作
成
は
竹

田
市
が
行
い
、
ご
み
袋
取
扱
店
を
通

じ
て
各
家
庭
に
販
売
し
ま
す
。

１
．
募
集
期
間　
５
月
１
日
㈪
～
17

日
㈬

２
．
募
集
枠　
２
枠（
１
社
あ
た
り

１
枠
で
小
枠
と
大
枠
に
掲
載
）

※
な
お
、
応
募
が
２
社
以
上
の
場
合

は
、
抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

３
．
広
告
掲
載
料　
１
ロ
ー
ル
紙
１

枠
当
た
り
０
・
８
円（
消
費
税
及
び

地
方
消
費
税
を
含
む
）

※
昨
年
度
の
実
績

　

①
ゴ
ミ
袋
ロ
ー
ル
作
成
数　

８
万
５
４
５
０
ロ
ー
ル

　

②
広
告
掲
載
料　

６
万
８
３
６
０

円（
０
・８
円
／
ロ
ー
ル
）

４
．
応
募
資
格

　

竹
田
市
内
に
本
社
、
支
店
、
事
業

所
等
の
い
ず
れ
か
を
置
い
て
い
る
法

人
格
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の

を
優
先
し
て
掲
載
し
ま
す
。

①
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
る
も
の

②
竹
田
市
が
行
う
建
設
工
事
等
の
請

負
ま
た
は
物
品
の
購
入
若
し
く
は

製
造
の
請
負
の
指
名
競
争
入
札
に

つ
い
て
指
名
留
保
ま
た
は
指
名
停

止
措
置
を
受
け
て
い
る
も
の

③
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

す
る
法
律（
昭
和
45
年
法
律
第

１
３
７
号
）第
７
条
第
５
項
第
４

号
に
規
定
す
る
も
の

④
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の

防
止
等
に
関
す
る
法
律
に
抵
触
す

る
も
の

　

上
記
に
該
当
す
る
も
の
か
ら
の
応

募
が
無
い
場
合
、
市
外
か
ら
の
応
募

を
受
け
付
け
ま
す
。

５
．
提
出
書
類

　

次
の
書
類
を
各
１
部
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　

①
竹
田
市
指
定
ご
み
包
装
紙
広
告
掲

載
申
請
書

②
広
告
用
掲
載
原
稿（
紙
原
稿
及
び

電
子
デ
ー
タ
）

③
市
税
等
完
納
証
明
書

④
法
人
の
概
要
を
記
載
し
た
書
類

（
定
款
等
）

※
様
式
ま
た
は
募
集
要
項
は
市
民
課

窓
口
で
受
け
取
る
か
竹
田
市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
く
だ
さ
い
。

問
竹
田
市
市
民
課　

環
境
衛
生
係

☎
63
―
４
８
２
１

経
営
指
導
員
等
採
用
候
補
者

選
定
試
験

　

大
分
県
内
の
商
工
会
で
、
経
営
指

導
員
と
し
て
中
小
企
業
者
の
経
営

改
善
普
及
事
業（
中
小
企
業
者
の
支

援
・
育
成
）に
従
事
す
る
人
を
募
集

し
ま
す
。

採
用
予
定
数　

２
名
程
度

受
験
資
格

⑴
４
月
１
日
現
在
の
満
年
齢
が
34
歳

未
満（
昭
和
58
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人
）で
、
大
学
卒
業

程
度
の
学
力
を
有
す
る
人

⑵
採
用
後
、
商
工
会
地
域
に
転
居
可

能
な
人

試
験
日
程

〈
１
次
試
験
〉　

専
門
・
能
力
・
適

性
試
験

　

６
月
３
日
㈯　

午
前
10
時
～

　

大
分
県
中
小
企
業
会
館（
大
分
市
）

〈
２
次
試
験
〉　

面
接
試
験

　

６
月
中
旬
予
定

採
用
時
期

　

原
則　

７
月
１
日

問
大
分
県
商
工
会
連
合
会
総
務
課　

☎
０
９
７
―

５
３
４
―

９
５
０
７

　

詳
し
く
は
大
分
県
商
工
会
連
合
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

公営住宅の入居者を募集します
１．公営住宅（市営12戸、県営６戸）
地域 住　宅　名 戸数 備　　考

竹田

玉来第2団地 ３ 単身可
下矢倉団地 1 世帯
七里団地 1 ※
県営下矢倉住宅 １ 世帯
県営豊岡住宅 ２ 単身可

荻 栄住宅 ２ 世帯
県営桜住宅（3階建） ３ 世帯

久住
桐迫住宅 ３ 世帯
池の口住宅 １ 単身可
さくら住宅 １ 35歳以下の単身

２．特定公共賃貸住宅（４戸）
地域 住　宅　名 戸数 備　　考

竹田 七里団地　Ｆ棟 ３ 35歳以下の単身七里第2団地　B棟 １
※詳しくは、センターへお問い合わせください。

■申込方法
　竹田市住宅管理センター（市役所建設課内）
または各支所地域振興課に備え付けている入
居申込書に必要事項を記入の上、提出してく
ださい。　
募集期間　５月８日㈪～16日㈫　※土・日
を除く
抽選日　５月19日㈮ 　午前10時～ （市役所）
入居指定日　６月16日または7月1日（県営は
７月1日）
　次回の募集月は８月です。
　詳細は大分県住宅供給公社のホームページ
をご覧ください。
問竹田市住宅管理センター（市役所建設課内）
　☎63―4400
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５月
木 THU 金 FRI 土 SAT 2017年（平成29年）

4 みどりの日 5 こどもの日 6
・2017中九州高校野球フェス

ティバル　9:30～（竹田市民
球場ほか）

・2017中九州高校野球フェス
ティバル　9:30～（竹田市民
球場ほか）

11 12 13
・竹田温泉「花水月」休館日
・３歳児健診　受付13:00～（竹

田市総合社会福祉センター）
・竹田市歩こう会（千引方面）
   竹田温泉「花水月」前 8：30集合

☎62-2501（山本）

・第51回九州高校女子ソフト
ボ ー ル 選 手 権 大 会 開 会 式　
17:00～（ く じ ゅ う サ ン ホ ー
ル）

・豊肥市場（子牛市場）

・第51回九州高校女子ソフト
ボール選手権大会　8:30試合
開始（竹田市総合運動公園・竹
田市民球場・飛田川野球場）

・ＬＤコンサート　19:00-21:00 
（直入教育会館）☎63-1823(瀧

廉太郎会・堀)

18 19 20
・竹田温泉「花水月」休館日
・こころの健康相談 13:30-15:30

（ 荻 支 所）　 ☎63-3346（ こ こ
ろの相談支援事業所）

　※要予約（前日の午前中まで）

・平成29年度県民すこやかス
ポーツ祭「ウォーキング」8:30
受 付（ 荻 支 所）／「 グ ラ ウ ン
ド・ゴルフ」8:00受付（竹田市
総合運動公園）

25 26 27
・竹田温泉「花水月」休館日
・こころの健康相談  13:30-15:30

（久住保健センター）　☎63-
3346（こころの相談支援事業
所）※要予約（前日の午前中ま
で）

・精神保健福祉相談 14:00-16:00
（大分県豊肥保健所） ☎0974-

22-0162（大分県豊肥保健所
地域保健課）※要予約

今月のよりそいカフェ
（認知症予防カフェ）

【竹田】
・５月12日・26日㈮13:30-15:30
　古町商栄会

【荻「しらみず」】
・５月９日・23日㈫13:00-15:00
　荻「しらみず」

【久住「りんどう」】
・５月９日㈫・25日㈭13:00-15:00
　久住「りんどう」

【直入「ゆのはな」】
・５月12日・26日㈮13:00-15:00
　直入「ゆのはな」

【竹田北部「双城」】
・５月11日・18日㈭13:00-15:00
　出会いの湯

【竹田南部「あけぼの」】
・５月10日㈬13:00-15:00
　入田分館
・５月16日㈫13:00-15:00
　嫗岳分館
・５月24日㈬13:00-15:00
　宮砥分館

【都野】
・５月３日(水･祝)13:30-15:30
　くたみたきのう館
・５月20日㈯13:30-15:30
　グループホームくたみのもり

★ご存じですか？行政相談委員
　行政相談委員は法律に基づき総務大臣から委嘱されます。
　国などが行っている仕事に対する苦情や要望・意見を住民から受
け、無報酬で、問題解決の促進を図る住民と行政のパイプ役です。
　これまでに引き続き、本市担当の行政相談委員に次の４名の方
が委嘱されました。

【行政相談委員】
　阿南　　茂 （竹田市大字神原）　　　　☎67-2608
　佐藤　孝幸 （竹田市荻町馬場）　　　　☎68-3510
　本郷　俊一 （竹田市久住町大字白丹）　☎76-1304
　兒玉　龍明 （竹田市直入町大字長湯）　☎75-2426

【今月の行政なんでも相談所】
地域 相　談　日 時間 開　催　場　所
直入 ５月17日㈬ 10：00～12：00 直入支所小会議室

竹田
５月18日㈭ 10：00～12：00

竹田市総合社会福祉セン
ター相談室

荻 荻公民館幼児室
久住 久住公民館健康相談室

※直入については４名の行政相談委員が相談を受け付けます。

自動車税の納期限は５月31日㈬です。忘れずに納めましょう。
豊後大野県税事務所　☎0974-22-7501

５月は赤十字運動月間です。
日本赤十字社の活動資金に
ご協力を!!
　多くの市民の皆さんから日本赤
十字社にお寄せいただいている会
費(年間500円以上)は、災害や紛
争による被災者や犠牲者などへの
救護活動をはじめとして様々な事
業に活用されています。
　５月は「赤十字運動月間」で、活
動資金をご寄付いただける方々の
募集を行っています。
　ご寄付に対しては、税制上の優
遇措置のほか、表彰制度もありま
す。
　市民の皆さまのご理解とご協力
をよろしくお願いします。
●お問い合せ　竹田市社会福祉課
管理係　☎63-4811

５月は消費者月間です
　毎年５月は「消費者月間」とし
て、消費者・事業者・行政が一
体となって、消費者問題に関す
る啓発・教育等の事業を集中的
に行っています。
　安全・安心で豊かに暮らすこ
とができる社会が実現される未
来に向けて、今年のテーマは「行
動しよう　消費者の未来へ」で
す。
　皆さんもこの機会に消費者問
題について考えてみましょう。
●お問い合せ
竹田市市民課窓口（竹田市消費
生活センター）　☎63-4834　
※月～金の8:30-17:00
大分県消費生活・男女共同参画
プラザ（アイネス）　☎097-534-
0999

総合健診が始まります
【荻地域】
　期日：５月30日・31日
　　　　６月１日・２日・５日
　時間：午前８時から午前10時
　場所：荻公民館
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たけたん情報
日 SUN 月 MON 火 TUE 水 WED

1 2 3 憲法記念日

・第５回竹田市農業委員会総会
13:30～（市役所本庁３階委員
会室）

・ こ こ ろ の 健 康 相 談　13:30-
15:30（直入支所）　☎63-3346

（こころの相談支援事業所）※
要予約（前日の午前中まで）

・第61回祖母山山開き　11:30
～山頂祭

・第29回大野川源流祭り
　10:00-15:00（陽目の里キャン

ピングパーク・荻町陽目）
・2017中九州高校野球フェス

ティバル　9:30～（竹田市民
球場ほか）

7 8 9 10
・街角コンサート　13:00開場

13:30開演（竹田温泉「花水月」）
☎62-4793（田部）

・陽目の里「名水茶屋」休業日
・9〜10か月児健診　受付13:15

～（竹田市総合社会福祉セン
ター）

14 15 16 17
・第51回九州高校女子ソフトボー

ル選手権大会　8:30試合開始 
（竹田市総合運動公園・竹田

市民球場・飛田川野球場）

・荻の里温泉　休館日 ・温泉療養文化館「御前湯」休館日・
長湯おんせん市場休業日

・陽目の里「名水茶屋」休業日
・年金相談〔完全予約制〕　10:00-

15:00（竹田市高齢者いきいき交
流センター）☎097-552-1211（日
本年金機構大分年金事務所）

・大分県行政書士会無料相談会　
13:00-16:00（大分県行政書士会）
☎097-537-7089（大分県行政書士
会事務局）

21 22 23 24
・平成29年度県民すこやかス

ポーツ祭「ウォーキング」8:30
受 付（ 久 住 支 所）／「 レ ク リ
エーション」8:45受付（竹田市
総合運動公園）

・郷土の自然に親しみ植物を
観察する会「初夏の鳴子川渓
谷の右岸の散策」 竹田市役所
8:00集 合 ☎62-4100（ 竹 田 創
生館）

・第39回大分合同新聞社旗争
奪竹田地域町内対抗ナイター
ソフトボール大会開会式　
18:30～（竹田市総合運動公園
多目的広場、雨天時は竹田市
総合社会福祉センター）

・こころの健康相談  13:30-15:30
（ 竹 田 市 総 合 社 会 福 祉 セ ン

ター）☎63-3346（こころの相
談支援事業所）※要予約（前日
の午前中まで）

・陽目の里「名水茶屋」休業日

28 29 30 31
・地質観察会「豊栄鉱山跡（緒

方町上畑）」　扇森稲荷神社
駐車場9:30集合　☎62-4100

（竹田創生館）

・第35回ゴミフ大会 【竹田地区】
8:50～（竹田市立歴史資料館）

【豊岡地区】8:50～（竹田市森
林組合横）【玉来地区】（各自
治会ごと）

・陽目の里「名水茶屋」休業日
・【納期限】軽自動車税（全期）・

自動車税・国民健康保険税（２
期）

農業委員会事務局農地係からのお知らせ　　　　　　　　　　　　　　　　　　・農地に係る各種申請受付の締め切りは、毎月15日です（15日が
土日の場合は直前の金曜が締切日となります）。   ●お問い合せ　竹田市農業委員会事務局　☎63-4815

■2017年６月上旬の主な予定
　６月１日㈭　県民防災アクションデー　～県下一斉避難行動訓練～
　　　　　　　〔9：30  市内一斉サイレン吹鳴〕
　　　　　　　竹田温泉「花水月」休館日
　６月４日㈰　第65回くじゅう山開き（久住山山頂）　10:00～山頂祭　
　　　　　　　10：30頃～  記念ペナント配布
　　　　　　　郷土の自然に親しみ植物を観察する会  「初夏の神角寺周辺の観察」
　　　　　　　竹田市役所8：30集合

月
間
・
そ
の
他

○不正大麻・けし撲滅運動（５／
１㈪～６／30㈮）

○憲法週間（５／１㈪～７㈰）
○人権擁護委員の日（６／１㈭）
○HIV（エイズ）検査普及週間（６／

１㈭～７㈬）
○歯と口の健康週間（６／４㈰～

10㈯）

竹田市防災マップを
活用しましょう！

　現在、自治会長さんを通じ
て各世帯に「竹田市防災マップ

（保存版）」を配布しています。
土砂災害や地震等の災害別の
備え、避難時の注意点、避難
施設等を一冊にまとめていま
す。ぜひご活用ください。
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人
権
・
同
和

「
第
２
次
男
女
共
同
参
画
プ
ラ

ン
た
け
た
」を
策
定
し
ま
し
た

　

平
成
29
年
度
か
ら
10
年
間
を
計
画

期
間
と
す
る「
第
２
次
男
女
共
同
参

画
プ
ラ
ン
た
け
た
」を
、
平
成
29
年

3
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
書
で
は
、
竹
田
市
に
お

け
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
の

促
進
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
の
基

本
的
な
計
画
、
配
偶
者
か
ら
の
暴
力

の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
の
た
め

の
施
策
の
実
施
に
関
す
る
基
本
的
な

計
画
、
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る

活
躍
の
推
進
に
関
す
る
施
策
に
つ
い

て
の
計
画
、
以
上
の
3
つ
の
計
画
を

一
体
的
に
策
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
計
画
書
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の「
市
政
情
報
」→「
事
業
・

政
策
案
内　

市
の
計
画
」に
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
人
権
・
同
和
対
策
課
及
び

各
支
所
地
域
振
興
課
市
民
係
で
も
閲

覧
で
き
ま
す
。

問
竹
田
市
人
権
・
同
和
対
策
課　
　

☎
63
―
４
８
２
０

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
い
内
容
に
つ
い

て
は
、
税
務
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
竹
田
市
税
務
課　

課
税
係　

☎
63

―
１
１
１
１（
内
線
１
２
６
）

相
談
会

身
体
障
害
者
相
談
員
・
知
的
障

害
者
相
談
員
の
お
知
ら
せ

　

身
体
障
害
者
相
談
員
・
知
的
障
害

者
相
談
員
は
、
竹
田
市
か
ら
の
委
託

に
よ
り
、
障
が
い
の
あ
る
方
の
各
種

（
補
装
具
、
税
金
、
年
金
、
手
当
等
）

の
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
支
援
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。
相
談
内
容
の
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
身
体
障
害
者
相
談
員

　

加
藤　

孝
介　

☎
62
―

２
５
２
２

　

川
浪　

昭
磨　

☎
62
―

３
７
０
８

　

佐
藤　

一
夫　

☎
68
―

３
０
９
４

　

大
久
保
實
雄　

☎
77
―

２
７
７
１

　

工
藤　

藤
男　

☎
75
―

２
４
３
３

　

吉
野　

英
明　

☎
75
―

２
６
１
２

◇
知
的
障
害
者
相
談
員

　

高
山　

由
美

　

☎
０
９
０
―

５
３
８
４
―

８
５
２
１

　
（
月
・
水
・
金
・
日　

対
応
可
）

問
竹
田
市
社
会
福
祉
課　

障
が
い
福

祉
係　

☎
63
―

４
８
１
１

年　
金

国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特

例
制
度

　

20
歳
以
上
の
方
は
、
学
生
で
あ
っ

て
も
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
学
生
は
一
般
的
に
所
得

が
少
な
い
た
め
、
ご
本
人
の
前
年
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」が
あ
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
は
学
校
教
育
法
に

規
定
す
る
大
学（
大
学
院
）、
短
期
大

学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
な

ど
に
在
学
す
る
学
生
等
で
す
。

　

学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
４

月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
で
す
が
、
承

認
を
受
け
た
次
の
年
度
も
在
学
予
定

の
場
合
、
４
月
初
め
に
再
申
請
の
用

紙
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
の
で
、
希
望

さ
れ
る
と
き
は
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

問
大
分
年
金
事
務
所　

国
民
年
金
課

☎
０
９
７
―

５
５
２
―

１
２
１
１

税　
金

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請

　

竹
田
市
で
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
療
育

手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
の
い
ず
れ
か

の
手
帳
を
お
持
ち
の
方
に
対
し
て
軽

自
動
車
税
の
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
。

今
年
度
の
軽
自
動
車
税
の
減
免
を
ご

希
望
の
方
は
、
５
月
31
日
ま
で
に
減

免
申
請
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の　

障
害
者
手

帳
等
、
印
鑑
、
運
転
免
許
証
、
車

検
証
、
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
番
号
が
分
か
る

書
類

申
請
期
限　

５
月
31
日
㈬

申
請
場
所　

税
務
課
及
び
各
支
所

地
域
振
興
課

※
障
が
い
の
内
容
等
に
よ
っ
て
は
、

減
免
に
該
当
し
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。

※
障
が
い
の
あ
る
方
と
運
転
す
る
方

が
異
な
る
場
合
等
は
別
途
書
類
が
必

要
で
す
。
書
類
の
準
備
に
時
間
が
か

か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
お
早
め

に
お
問
い
合
わ
せ
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
平
成
28
年
度
減
免
の
適
用
を
受
け

た
方
に
対
し
て
、
平
成
28
年
12
月
に

現
況
届
出
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

す
で
に
現
況
届
出
書
を
提
出
さ
れ
た

方
は
、
新
た
に
減
免
の
申
請
を
行
う

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
他
、
公
益
の
た
め
に
使
用
す

る
軽
自
動
車
や
、
車
体
の
構
造
が
身

体
障
が
い
者
等
専
用
に
利
用
す
る
た

め
の
軽
自
動
車
に
対
す
る
減
免
制
度
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全
国
一
斉

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

人
権
特
設
な
ん
で
も
相
談
所（
無
料
）

日
時　

６
月
１
日
㈭　

午
前
10
時
～

午
後
３
時

会
場 

　

竹
田
会
場     

竹
田
市
総
合
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー

　

荻
　

会
　

場　

 

荻
支
所

　

久
住
会
場     

久
住
公
民
館

　

直
入
会
場     

直
入
公
民
館

相
談
員　
人
権
擁
護
委
員

相
談
内
容　
金
銭
、
登
記
、
相
続
、

家
庭
内
や
隣
近
所
の
問
題

借
地
・
借
家
、
い
じ
め
、
名
誉
毀
損

そ
の
他
の
人
権
問
題　

な
ど

※
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
一
人

で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

問
竹
田
人
権
擁
護
委
員
協
議
会（
大

分
地
方
法
務
局
竹
田
支
局
内
）

☎
62
―

２
３
１
５

大
分
県
交
通
事
故
相
談（
無
料
）

交
通
事
故
の
被
害
者
・
加
害
者
で
お

困
り
の
方
へ

　

一
人
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

相
談
日　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日（
土

日
・
祝
日
を
除
く
）午
前
８
時
30
分

～
午
前
12
時
、
午
後
１
時
～
午
後
５

時
15
分　

※
面
接
時
間
は
午
前
９
時

～
午
前
12
時
、
午
後
１
時
～
午
後
４

時場
所　

大
分
県
庁
舎
別
館
５
階

電
話　

大
分
県
交
通
事
故
相
談
所

（
大
分
県
生
活
環
境
企
画
課
内
）　

☎
０
９
７
―

５
０
６
―

２
１
６
６

●
交
通
事
故
巡
回
相
談

相
談
日　

第
４
木
曜
日　

午
前
10
時

～
午
後
３
時　

※
要
予
約

場
所　

大
分
県
豊
肥
振
興
局

☎
63
―

１
１
７
１（
豊
肥
振
興
局
）

行
政
書
士
無
料
相
談
会

日
時　

５
月
17
日
㈬　

午
後
１
時
～

午
後
４
時

場
所　

大
分
県
行
政
書
士
会（
大
分

市
）

内
容　

遺
言
や
遺
産
相
続
、
契
約
書

の
作
成
、
不
動
産
関
連
の
行
政
手
続

き
等
生
活
の
お
困
り
ご
と
に
関
す
る

相
談
に
応
じ
ま
す
。

問
大
分
県
行
政
書
士
会
事
務
局

☎
０
９
７
―

５
３
７
―

７
０
８
９

検
察
審
査
会
に
ご
相
談
を
！

　

交
通
事
故
、
詐
欺
な
ど
の
被
害
に

あ
っ
て
、
警
察
や
検
察
庁
に
訴
え
た

が
、
検
察
官
が
そ
の
事
件
を
裁
判
に

か
け
て
く
れ
な
い
。
こ
ん
な
不
満
を

お
持
ち
の
方
は
、
検
察
審
査
会
に
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。

問
大
分
検
察
審
査
会
事
務
局（
大

分
地
方
裁
判
所
内
）　

☎
０
９
７
―

５
３
２
―

７
１
６
１

月
間
・
週
間

６
月
１
日
㈭
～
７
日
㈬
は「
Ｈ

Ｉ
Ｖ（
エ
イ
ズ
）検
査
普
及
週

間
」で
す

　

豊
肥
保
健
所
で
は
、
こ
の
週
間
に

合
わ
せ
て
Ｈ
Ｉ
Ｖ
夜
間
検
査
を
６
月

６
日
㈫
に
実
施
し
ま
す
。

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ（
エ
イ
ズ
）は
誰
も
が
か
か

る
可
能
性
の
あ
る
、
身
近
な
病
気
で

す
。
予
防
の
た
め
に
も
検
査
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
夜
間
検
査

日
時　

６
月
６
日
㈫　

午
後
５
時
～

午
後
７
時

場
所　

豊
肥
保
健
所

・
無
料
、
匿
名
で
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

・
検
査
に
か
か
る
時
間
は
１
時
間
程

度
で
す
。

・
事
前
予
約
制
で
す
の
で
、
検
査
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
6
月
5
日
㈪

ま
で
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
豊
肥
保
健
所　

地
域
保
健
課

☎
０
９
７
４
―

22
―

０
１
６
２
㈹

「竹田市景観計画」を見直します
　平成28年７月から施行した「竹田市景観計画」に基
づく「景観条例」により、一定規模以上の建築物、工
作物等の新築や修繕、土地の形質変更などを行う場
合は、景観条例による届出が義務付けられています。
　景観条例では、これまで1,000㎡以上の木竹の伐
採（皆伐）について届出が必要と定めていましたが、
平成29年４月からは、「林業を営むために行う木竹
の伐採」については届出不要とする見直しを行いま
した。
　椎茸栽培用のクヌギ等の皆伐についても同様です。
　なお、平成28年度景観計画区域内行為の届出・通
知の実績は次のとおりです。

建築物の建築等　　15件 土地の形質変更等　11件
工作物の新設等　　19件 木竹の伐採　　　　88件

　竹田市の美しい景観を未来に引き継ぐため、今後
とも「竹田市景観計画」、「竹田市景観条例」の主旨を
ご理解いただきますようお願いいたします。
問竹田市都市デザイン課　☎63-4848

たけたん情報
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講　
習

防
災
管
理
新
規
講
習
に
つ
い
て

日
時　

6
月
15
日
㈭

会
場　

大
分
県
教
育
会
館（
大
分
市

大
字
下
郡
４
９
６
番
地
38
）

☎
０
９
７
―

５
５
６
―

６
４
１
１

受
付
期
間　

5
月
16
日
㈫
～
23
日
㈫

受 

講 

料　

６
５
０
０
円

定
員　

50
人

受
講
申
込
書
の
入
手
方
法

・
各
消
防
本
部（
局
）

・
大
分
県
消
防
設
備
安
全
協
会
の
窓

口
・
日
本
防
火
・
防
災
協
会
及
び
大
分

県
消
防
設
備
安
全
協
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

そ
の
他　

講
習
会
当
日
の
申
込
み
は

で
き
ま
せ
ん
。

・
（
一
財
）大
分
県
消
防
設
備
安

全
協
会　

〒
８
７
０
―

０
０
２
３
大

分
市
長
浜
町
2
丁
目
12
―

10　

昭
栄

ビ
ル
４
Ｆ

☎ 

０
９
７
―

５
３
７
―

３
１
２
５

FAX 

０
９
７
―

５
３
７
―

３
１
３
９

募　
集

ガ
ー
デ
ン
・
緑
地
技
能
者
養
成

講
習
受
講
者
募
集

対
象
者　

就
職
を
希
望
す
る
55
歳
以

上
の
方

募
集
期
間　

５
月
１
日
㈪
～
６
月
６

日
㈫
必
着

実
施
場
所　

豊
後
大
野
市
三
重
町　

豊
後
大
野
大
原
総
合
体
育
館
研
修
室

実
施
期
間　

６
月
12
日
㈪
～
６
月
22

日
㈭
の
う
ち
７
日
間

募
集
人
数　

15
名（
選
考
あ
り
）

受
講
料
・
テ
キ
ス
ト
代　

無
料

・
大
分
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会　

☎
０
９
７
―

５
４
０
―

６
３
１
３

ア
フ
リ
カ
に
毛
布
を
送
ろ
う
！

《
毛
布
収
集
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
》

　

ア
フ
リ
カ
の
人
々
は
、
内
戦
や
紛

争
、
自
然
災
害
等
に
よ
り
命
や
家
を

失
う
な
ど
、
過
酷
な
状
況
に
お
か
れ

て
い
ま
す
。

　

た
と
え
一
枚
で
も
送
ら
れ
た
毛
布

が
、
ア
フ
リ
カ
の
人
々
の
心
と
体
を

温
か
く
包
む
か
け
が
え
の
な
い
毛
布

と
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

参
加
方
法

①
毛
布
＋
海
外
輸
送
協
力
金（
1
枚

あ
た
り
の
送
料
１
０
０
０
円
）

②
海
外
輸
送
協
力
金
の
み

収
集
期
間　

５
月
31
日
㈬
ま
で

問
明
る
い
社
会
づ
く
り
運
動（
稙
田
）

☎
０
９
７
―

５
４
４
―

８
８
１
７

竹田城下町の魅力創出に一役！
空き店舗活用チャレンジショップ事業
　平成28年度、城下町エリアでの新規出店者の支援を行った『空
き店舗活用チャレンジショップ事業』は、うどん店の 「Dining Hall 
TAKETA」、ネイルサロンの「Infinite」の２店舗が約５か月間の試験
的店舗運営を行い、この３月で事業期間が終わりました。
　 両 店 舗 は チ ャ レ ン ジ シ ョ ッ プ を 卒 業 し て、「Dining Hall 
TAKETA」の玖須一樹氏は、大分市で同氏が経営する飲食店にて、
旧まつや食堂の“ごまうどん”を継承してメニュー化し、ごまうど
んの出汁である“ごまじる”も販売するなど、竹田で得た縁を生か
して、竹田名物を広めていきます。
　また、ネイルサロン「Infinite」の
衞藤愛季歩氏は、４月以降も事業活
動を継続していくことになり、こ
れまでと同じ場所で自立した一事
業者として新たにスタートを切り
ました。

今年度も事業者を募集予定
　同事業により、竹田の城下町で活躍し得る新たな事業者の発掘
を行ったことで、魅力ある個店が増えました。今年度も引き続き
城下町エリアの魅力創出を狙い、チャレンジショップ事業を行う
予定です。現在、事業内容、募集要項等を検討しており、今秋頃
の出店可能な方を募集する予定です（募集告知の開始は６月頃）
　募集告知は竹田市ホームページ、アグルホームページ、募集チ
ラシ等に掲載します。
問まちづくりたけた株式会社（アグル）　☎64-0175

↑ネイルサロン 「Infinite」は、自立運営へ
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高
齢
者
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

　

80
歳
で
20
本
の
自
分
の
歯
を
保
つ

こ
と
は
、
心
身
の
健
康
の
保
持
増
進

に
重
要
で
す
。

　

口
腔
の
健
康
の
重
要
性
を
啓
発
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
高
齢
者
の
よ
い

歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。

対
象
者　
平
成
29
年
3
月
31
日
現
在
、

満
80
歳
以
上（
昭
和
12
年
3
月
31
日

以
前
に
生
ま
れ
た
者
）で
、
自
分
の

歯
を
20
本
以
上
保
持
さ
れ
て
い
る
方

（
た
だ
し
、
以
前
に
本
コ
ン
ク
ー
ル

で
県
表
彰
さ
れ
た
方
を
除
き
ま
す
）

コ
ン
ク
ー
ル
日
時　
6
月
６
日
㈫　

午
後
１
時
～

締
め
切
り
日　
5
月
26
日
㈮
ま
で

・

 

竹
田
市
保
険
健
康
課 

☎
63
―

４
８
１
０

第
57
回
歯
と
口
の
健
康　

図
画

ポ
ス
タ
ー
＆
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
募
集

　

歯
と
口
の
健
康
週
間（
６
月
４
日

～
10
日
）に
ち
な
ん
で
、
歯
科
保
健

の
普
及
・
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

む
し
歯
予
防
に
大
切
な
歯
科
衛
生
の

認
識
及
び
関
心
を
高
め
る
こ
と
を
目

的
に
、
図
画
ポ
ス
タ
ー
と
標
語
の
作

品
を
募
集
し
ま
す
。

【
図
画
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
】

対
象　

幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、

高
等
学
校
、
特
別
支
援
学
校
に
通
う

幼
児
・
児
童
・
生
徒

募
集
期
間　

５
月
15
日
㈪
ま
で
に
各

幼
稚
園
、
学
校
に
提
出

【
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
】

対
象　

小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学

校
、
特
別
支
援
学
校
に
通
う
児
童
・

生
徒

募
集
期
間　

６
月
９
日
㈮
ま
で
に
大

分
県
歯
科
医
師
会
に
提
出

　

作
品
規
格
・
応
募
方
法
等
詳
細
に

つ
い
て
は
、
各
幼
稚
園
、
学
校
に
配

布
し
て
い
る
実
施
要
項
に
よ
り
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

問
一
般
社
団
法
人
大
分
県
歯
科
医
師

会　

☎
０
９
７
―

５
４
５
―

３
１
５
１

　九州各県の代表校２チーム、延
べ16チームが九州の高校女子ソフ
トボールの覇権を賭けた熱い試合
を繰り広げます。
　昨年は熊本地震の影響により大
会が中止となり、今年は２年ぶりの
開催です。過去には上野由岐子選
手（ビックカメラ高崎BEE QUEEN
所属）ら女子ソフトボール日本代表
選手も多く出場した歴史ある大会。
ぜひ会場で選手のソフトボールに
かける熱い情熱を感じてください。

開催日時　５月13日㈯・14日㈰
いずれの日も午前８時30分試合開始
会場　竹田市総合運動公園多目的
広場･竹田市民球場･飛田川野球場

第
51
回
九
州
高
校
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

平成29年度県民すこやかスポーツ祭
　５月１日から６月30日までの間に県内各地で「平成29年度県民す
こやかスポーツ祭」が開催されます。竹田市内で開催される種目に
ついては次のとおりです。

寄
贈
の
桜
が
開
花

　

３
年
前
に
竹
田
市
民
有
志
の
方
々

が
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
仙
台

市
へ
と
寄
贈
し
た
桜
の
木
５
本
が
初

め
て
花
を
つ
け
ま
し
た
。
音
楽
姉
妹

都
市
50
年
の
節
目
の
年
に
開
花
と
い

う
こ
と
で
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
届
き

ま
し
た
。

５月はスポーツをするのも観戦するのも最適の季節
　　ぜひ市内で開催されるイベントに参加してみませんか？

種　目 期　日 大会名 会　場 お問い合せ先

ウ ォ ー キ
ング

5/20㈯
大 分 民 話 の 旅
ウォーク第１ス
テージ

荻支所 大分県ウォーキ
ング協会

（吉野）090-5481-
61136/11㈰

大 分 民 話 の 旅
ウォーク第２ス
テージ

荻支所

5/21㈰ 肥後街道ウォー
ク 久住支所

竹田市ウォーキ
ング協会 （高瀨）
090-8831-0987

グ ラ ウ ン
ド･ゴルフ 5/20㈯

第９回 「竹田ス
ポ レ ク 杯」グ ラ
ウンド・ゴルフ
大会

竹田市総合
運動公園 竹 田 ス ポ ー ツ・

レクリエーショ
ンクラブ 
 （飯田）63-4980レクリエー

ション 5/21㈰
親子３世代家族
で楽しむレクリ
エーション大会

竹田市総合
運動公園

３Ｂ体操 6/18㈰ さわやか３Ｂ３
世代

久住総合運
動公園体育
館

３Ｂ体操協会
（馬場）080-3754-
7824

初めて開花し
た桜（仙台市
提供）

風薫る
５月

㉄竹田市教育委員会生涯学習課　☎63-4817
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高齢者肺炎球菌予防接種を受けましょう
今年度の定期接種対象の方は次の方です。

65歳 昭和27年４月２日 ～
昭和28年４月１日生まれの方 85歳 昭和７年４月２日 ～

昭和８年４月１日生まれの方

70歳 昭和22年４月２日 ～
昭和23年４月１日生まれの方 90歳 昭和２年４月２日 ～

昭和３年４月１日生まれの方

75歳 昭和17年４月２日 ～
昭和18年４月１日生まれの方 95歳 大正11年４月２日 ～

大正12年４月１日生まれの方

80歳 昭和12年４月２日 ～
昭和13年４月１日生まれの方 100歳 大正６年４月２日 ～

大正７年４月１日生まれの方
60歳以上65歳未満　
　　心臓・腎臓・呼吸器・免疫機能のいずれかに身体障害者手帳１級相当の障がいがある方

ただし、
過去に高齢者肺炎球菌ワクチンを接種したことがある方は対象になりません。
◆助成　協力医療機関の窓口で4,200円の助成額を
　　　　除いた金額をお支払いください。

接種料金 個人負担額 市の助成額
８, ４００円 ４, ２００円 ４, ２００円

◆市内協力医療機関　　必ず予約をお願いします
医療機関 電話番号 医療機関 電話番号

伊 藤 医 院 ７５－２２２２ 久 住 加 藤 医 院 ７６－０００８
加 藤 内 科 医 院 ６３－２００６ 佐 藤 医 院

（午前中：８時～12時）
６８－２００５

くどう循環器科・内科 ６３－２３０４
志 賀 内 科 ６３－２０８３ 竹 田 診 療 所 ６２－４０１４
秦 医 院 ６３－２２４６ 道 全 内 科 ６３－２２７０
柚 須 医 院 ６３－２０１６ みはら整形外科クリニック ６２－３８５０
大 久 保 病 院 ６４－７７７７

◆入院患者及びかかりつけ患者のみ実施している医療機関
加 藤 病 院 ６３－２３３８ 竹田医師会病院 ６３－３２４１

◆かかりつけ透析患者のみ実施している医療機関
竹 田 ク リ ニ ッ ク ６４－９０００

市外（県内）で接種する場合は高齢者肺炎球菌予防接種相互乗り入れ協力医療機関で接種可能です。

【
健
康
診
査
が
始
ま
り
ま
す
】

　

５
月
か
ら
生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
と
重
症
化

予
防
、
若
い
世
代
か
ら
の
健
康
づ
く
り
を
目
的
に

健
診
を
行
い
ま
す
。
健
診
を
受
け
皆
さ
ん
の
大
切

な
健
康
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

○
対
象
者　
・
竹
田
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
30
歳
～
74
歳
の
方

　
　
　
　
　

・
大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に

加
入
し
て
い
る
方

○
受
診
方
法　
対
象
者
に
は
受
診
券
を
郵
送
し
ま

し
た
。
地
区
巡
回
健
診
や
医
療
機
関
等
で
受
診
で

き
ま
す
。
受
診
券
と
健
康
保
険
証
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

◆
社
会
保
険
の
方
は
各
医
療
保
険
者
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
が
ん
検
診
は
、
保
険
に
関
係
な

く
ど
な
た
で
も
受
診
で
き
ま
す
。

 【
大
分
県
信
用
組
合
の
健
康
一
直
線
応
援
定
期

が
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
】

　

竹
田
市
は
大
分
県
信
用
組
合
と「
地
方
創
生
・
包

括
連
携
協
定
」を
締
結
し
て
お
り
、
そ
の
一
環
と
し

て
、
健
康
づ
く
り
支
援
を
目
的
と
し
た
特
別
優
遇

金
利
の
定
期
預
金
を
販
売
し
ま
す
。

○
対
象

①
竹
田
市
国
民
健
康
保
険
あ
る
い
は
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
健
康
診
査
、
ま
た
は
が
ん
検
診
を
受

診
さ
れ
た
方

②
健
康
維
持
の
た
め
市
内
の
温
泉
に
５
回
以
上
入

浴
し
た
方

＊
詳
細
は
、
市
内
大
分
県
信
用
組
合
ま
た
は
各
温

泉
施
設
に
設
置
し
て
い
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問 

竹
田
市
保
険
健
康
課　

☎
63
―
４
８
１
０
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地
域
に
根
ざ
し
た
温
か
な
子
育
て
支
援

19
名
の
母
子
保
健
推
進
員

　

出
産
後
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
バ
ラ

ン
ス
の
変
化
も
あ
り
、「
物
事
が
う

ま
く
い
か
ず
自
分
を
責
め
た
」「
笑
う

こ
と
が
で
き
な
い
」「
泣
い
て
い
た
」

と
い
っ
た
状
態
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
症
状
を
産
後
う
つ

と
い
い
、
重
症
化
す
る
と
子
ど
も
へ

の
虐
待
に
も
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　

竹
田
市
で
も
１
年
間
で
保
健
師
が

訪
問
し
た
産
婦
の
約
１
割
に
産
後
う

つ
の
疑
い
が
み
ら
れ
、
過
去
の
状
況

を
含
め
る
と
も
っ
と
多
く
の
産
婦
が

産
後
う
つ
を
経
験
し
て
い
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。　

　

産
後
う
つ
に
よ
る
虐
待
や
子
育
て

中
の
方
の
孤
立
化
を
防
ぐ
た
め
、
一

翼
を
担
っ
て
い
る
の
が
母
子
保
健
推

進
員
で
す
。
19
地
区
に
各
１
名
お
り
、

産
後
３
～
４
か
月
頃
に
絵
本
を
持
っ

て
訪
問
に
う
か
が
っ
て
い
ま
す
。
心

配
や
不
安
な
こ
と
が
な
い
か
、
そ
の

地
域
に
住
ん
で
い
る
母
子
保
健
推
進

員
な
ら
で
は
の
視
点
で
子
ど
も
と
保

護
者
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
乳
幼
児
健
診
の
前
に
は
対

象
の
方
に
受
診
の
電
話
か
け
を
行
っ

て
い
ま
す
。
乳
幼
児
健
診
は
子
ど
も

の
発
育
・
発
達
を
確
認
す
る
重
要
な

場
で
す
。
90
％
以
上
の
受
診
率
を
維

持
し
て
い
る
の
は
、
母
子
保
健
推
進

員
の
声
か
け
に
よ
る
力
が
大
き
い
で

す
。

　

母
子
保
健
推
進
員
の
よ
う
な
地
域

の
温
か
な
支
援
が
、
子
ど
も
と
保
護

者
の
方
々
を
支
え
て
い
ま
す
。

※「
市
民
が
主
役
！
健
康
一
直
線
」は

隔
月
掲
載
で
す
。来
月
号
は「
出
張
！

え
が
お
の
子
育
て
小
児
科
」で
す
。

たけたん情報 （休日・夜間の在宅当番医院）

市民が主役！

健康一直線

休日及び夜間の在宅当番医院

５月の在宅当番医
当番日 医療機関 電話番号 当番日 医療機関 電話番号
１㈪ 道全内科 ☎63-2270 17㈬ 佐藤医院 ☎68-2005
２㈫ 志賀内科 ☎63-2083 18㈭ 竹田診療所 ☎62-4014
３㈬ 竹田医師会病院 ☎63-3241 19㈮ 竹田クリニック ☎64-9000
４㈭ 大久保病院 ☎64-7777 20㈯ 大久保病院 ☎64-7777
５㈮ 竹田医師会病院 ☎63-3241 21㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241
６㈯ 大久保病院 ☎64-7777 22㈪ 道全内科 ☎63-2270
７㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241 23㈫ 志賀内科 ☎63-2083
８㈪ 道全内科 ☎63-2270 24㈬ 久住加藤医院 ☎76-0008
９㈫ 加藤内科医院 ☎63-2006 25㈭ 須小耳鼻咽喉科 ☎63-3387
10㈬ 志賀内科 ☎63-2083 26㈮ 柚須医院 ☎63-2016
11㈭ くどう循環器科・内科 ☎63-2304 27㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241
12㈮ 古島眼科 ☎63-2407 28㈰ 大久保病院 ☎64-7777
13㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241 29㈪ 道全内科 ☎63-2270
14㈰ 大久保病院 ☎64-7777 30㈫ 志賀内科 ☎63-2083
15㈪ 道全内科 ☎63-2270 31㈬ 秦医院 ☎63-2246
16㈫ 志賀内科 ☎63-2083

受付時間　平日夜間　18：00～21：00　土曜日　13：00～21：00
　　　　　日曜、祝日　9：00～21：00
注意事項
・かかりつけの病院がある場合は、できるだけそこで診てもら
うようお願いします。
・当番医は、やむを得ず変更される場合があります。必ず事前
に症状などを電話で連絡したうえで受診してください。
・症状が重い場合は救急車を呼んでください。
・原則として小学生以下の小児救急に関しては、小児科外来休
日当番病院を受診してください。

※当番医の情報についてはケーブルテレビのデータ放送「休日当
番医」に掲載しています。また、竹田市消防署（☎ 63-0119）で
もお知らせしています。

歯科休日当番医院
当番日 医　療　機　関 電話番号

５／３㈬ 竹下歯科医院〔竹田〕 ☎62-2662
５／４㈭ 歯科筑紫医院〔久住〕 ☎76-0024
５／５㈮ ふじさわ歯科医院〔竹田〕 ☎64-1118
５／７㈰ 竹田市荻歯科診療所〔荻〕 ☎68-3263
５／14㈰ 竹下歯科医院〔竹田〕 ☎62-2662
５／21㈰ 久住加藤医院 歯科診療部〔久住〕 ☎76-0008
５／28㈰ 長湯ごとう歯科〔直入） ☎75-3001

　※診療時間9：00～12：00（受付11：30まで）
　※診療時間を確認のうえ、受診してください。

小児科外来休日当番医院
当番日 医　療　機　関

５／３㈬ 豊後大野市民病院
５／４㈭ 豊後大野市民病院
５／５㈮ 豊後大野市民病院
５／６㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
５／７㈰ 豊後大野市民病院
５／13㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
５／14㈰ 豊後大野市民病院
５／20㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
５／21㈰ みやわき小児科
５／27㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
５／28㈰ 豊後大野市民病院
６／３㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
６／４㈰ 豊後大野市民病院

㉄豊後大野市民病院（☎0974-42-3121）／みやわき小児科（☎0974-24-0230）／
　三重東クリニック（☎0974-22-6333）／竹田市立こども診療所（☎63-3838）

受付時間　8:30〜11:30（こども診療所は9:00〜11:30）
診療時間　9:00〜12:00（三重東クリニックは8:30〜12:00）

受診時の注意　当番医についてはやむを得ず変更になる場合がありま
す。あらかじめ当番医または竹田市消防署（☎63-0119）に電話でご確
認ください。また、院外薬局が休みの場合には、あらかじめ用意された
約束処方となることがあります。なお、毎月の当番表については、大分
県豊肥保健所のホームページのお知らせ欄にも掲載しています。

第１回　母子保健推進員の活動



18広報たけた  平成29年５月号

求人情報  ☎63―1101

ハローワーク豊後大野
竹田市ふるさとハローワーク

①自動車整備１人 14.9 ～ 20万円
②一般事務１人 13～15万円
③フロントサービス担当２人  15～24万円
④接客係１人  17～20万円
⑤ホールスタッフ２人 19.7万円
⑥作業員１人 15万円
⑦一般事務及び販売１人 14万円
⑧介護業務２人 14～16万円
⑨販売・配達員１人 15~18万円
⑩ホール・厨房係１人 14 万円
⑪事務職１人 14･ ５～17.1万円
⑫配管工１人 16～20万円

《パート求人（時給）》
⑬清掃員１人 715～750円
⑭栽培作業員３人 750円
⑮接客･レジ担当１人 720円
⑯送迎運転手２人750~800円
⑰リハビリ助手１人 740円
⑱惣菜調整係２人 730円
⑲接客係２人 800円
⑳医療事務２人 800～850円
㉑清掃員１人 720～800円
㉒ホール係１人 1000～1500円
㉓製造・販売２人 800円
㉔カウンタースタッフ２人  1500～2000円

　

あ
な
た
は
自
分
を
価
値
の
あ

る
人
間
だ
と
思
い
ま
す
か
？

　

あ
な
た
の
周
り
の
人
た
ち
は
、

自
分
の
こ
と
を
ど
う
思
っ
て
い

る
で
し
ょ
う
？

　

あ
る
調
査
で
、
日
本
人
の
高

校
生
は「
自
分
は
価
値
の
あ
る

人
間
だ
と
思
う
か
」と
い
う
問

い
で
、「
そ
う
思
う
」と
回
答
し

た
割
合
が
、
他
国
の
高
校
生
に

比
べ
て
極
端
に
少
な
い
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は

「
自
尊
感
情
」の
低
さ
を
表
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

生
き
て
い
れ
ば
何
か
に
躓
く

こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
大
き

な
壁
が
立
ち
ふ
さ
が
る
こ
と
も

あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
時
に
、

ま
た
立
ち
上
が
ろ
う
、
乗
り
越

え
て
や
ろ
う
と
思
え
る
力
の
源

が「
自
尊
感
情
」で
す
。

　

自
尊
感
情
の
中
で
も
特
に
大

切
な
の
が
、
基
本
的
自
尊
感
情

で
す
。
誰
か
と
比
較
す
る
の
で

は
な
く「
自
分
は
自
分
の
ま
ま

で
い
い
」 「
自
分
に
は
価
値
が

あ
る
」 「
自
分
は
か
け
が
え
の
な

い
大
切
な
存
在
だ
」と
思
え
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

自
分
を
大
切
に
思
う
こ
と
は
、

他
人
を
大
切
に
思
う
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は

こ
の
こ
と
を
身
近
な
大
人
か
ら

学
ぶ
の
で
す
。

　

大
人
は
子
ど
も
た
ち
に「
あ

な
た
が
ど
ん
な
子
で
あ
っ
て
も

大
好
き
だ
よ
。
生
ま
れ
て
き
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
」と
い
う

思
い
を
も
っ
と
も
っ
と
伝
え
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

口
に
出
し
て
伝
え
る
、
話
を

聞
く
、
抱
き
し
め
る
、
そ
し
て
、

一
緒
に
何
か
を
す
る
。
つ
ま
り

向
き
合
う
こ
と
と
、
横
に
並
ん

で
同
じ
こ
と
を
す
る
こ
と
、
こ

の
関
わ
り
が
、
基
本
的
自
尊
感

情
を
育
て
て
い
く
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

㉄
竹
田
市
教
育
委
員
会
生
涯
学

習
課　

☎
63
―

４
８
１
７

自分のことが好きですか？

25

　

現
在
の
図
書
館
は
明
治
42
年
に
私

立
竹
田
文
庫
と
し
て
設
立
。
昭
和
35

年
に
改
築
し
、
１
０
８
年
に
わ
た
り
、

市
民
の
皆
さ
ま
に
ご
利
用
い
た
だ
き

ま
し
た
。

  「
本
と
の
出
会
い
、
人
と
の
出
会
い
」

で
育
ん
で
き
た
大
切
な
思
い
出
を
新

し
い
図
書
館
に
引
き
継
ぎ
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
愛
さ
れ
る
図
書
館
を
作
っ

て
い
き
ま
す
。

　

新
し
い
図
書
館
に
ぜ
ひ
ご
来
館
く

だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆休館日カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22お 23 24 25 26 27お
く
な

28く
な

29お 30 31

開館のご案内
（すべての図書館・室とも５月21日から開館します）
【竹田市立図書館】

　開館時間　10:00～18:00
　休　館　日　月曜日・図書整理日
　　　　　　（５月は休まず開館します）

【荻駅交流館図書室】
　開館時間　10:00～18:00
　休　館　日　月・土・祝日等

【久住図書室・直入図書室】
　開館時間　8:30～17:00
　休　館　日　土・日・祝日等

■が市立図書館
の休館日

 お ＝荻図書室
 く ＝久住図書室
 な ＝直入図書室

竹田市立図書館
５月は休まず
開館します

新

↑図書館職員から感謝の気持ちを込めて
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大
野
郡
神
鉢
村
と
堤
村
が
明

治
8
年
に
合
併
し
て
こ
の
呼
び

名
に
な
っ
た
。
こ
の
頃
ま
で
は

畑
作
中
心
で
玉
蜀
黍（
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
）が
多
く
採
れ
た
。
大
野
郡

朝
地
町
を
経
て
直
入
郡
直
入
町

の
大
字
と
な
っ
た
の
は
昭
和
31

年
の
こ
と
で
あ
る
。
古
来
、
大

野
郡
の
北
端
に
位
置
し
た
交
通

の
要
衝
で
あ
り
大
野
郡
だ
っ
た

時
代
の
方
が
は
る
か
に
長
い
。

　

神
堤（
当
時
は
堤
）は
熊
本
か
ら

鶴
崎
に
至
る
肥
後
街
道
の
宿
場

だ
っ
た
。
岡
藩
の
参
勤
交
代
の

一
行
は
野
津
原
の
今
市
を
宿
場

と
し
、
一
般
の
通
行
者
は
神
堤

を
宿
場
と
し
て
利
用
し
て
い
た
。

　

一
本
筋
の
道
の
両
側
に
並
ぶ

家
々
が
宿
場
町
の
面
影
を
わ
ず

か
に
残
す
。
道
幅
は
3
間（
約
５
・

５
ｍ
）、そ
の
両
側
に
は
幅
1
間

の
広
い
下
水
路
が
あ
っ
た
と
い

う
。
町
並
み
の
中
央
南
側
に
は

庄
屋
屋
敷
が
あ
り
、
岡
藩
主
中

川
氏
の
領
内
巡
視
で
の
休
息
所

と
し
て
も
使
わ
れ
た
。
街
道
を

隔
て
た
北
側
に
あ
る
常
證
寺
の

下
や
家
々
の
軒
下
に
あ
る
井
戸

は
、
道
行
く
旅
人
の
喉
を
潤
し

た
と
い
う
。
そ
の
中
に
は
吉
田

松
陰
、
勝
海
舟
、
坂
本
龍
馬
な

ど
の
偉
人
が
い
た
。

　

肥
後
街
道
は
大
正
、
昭
和
に

な
っ
て
一
時
寂
れ
て
い
っ
た

が
、
県
道
栢
木
野
津
原
線
の
完

成
に
よ
り
現
在
の
久
住
～
大
分

間
の
重
要
な
道
路
と
し
て
蘇
っ

た
。
舗
装
に
伴
っ
て
取
り
除
か

れ
た
石
畳
は
石
垣
に
使
わ
れ
、そ

の
名
残
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

付
近
の
墓
地
に
は
キ
リ
シ
タ

ン
墓
と
い
わ
れ
る
十
字
を
表
し

た
り
ド
ー
ム
型
に
な
っ
た
り
し

た
墓
が
あ
り
、キ
リ
シ
タ
ン
文
化

の
名
残
を
留
め
る
。（

馬
場
尚
登
）

神
かみ

堤
つつみ

  〜偉人たちの通った道〜
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久
住
山
を
背
に
、
雄
大
な
自
然
環

境
の
中
に
位
置
す
る
久
住
小
学
校
は
、

全
校
児
童
73
名
の
小
規
模
の
学
校
で

す
。
子
ど
も
た
ち
は「
自
分
大
好
き

　

友
だ
ち
大
好
き　

学
校
大
好
き　

久
住
大
好
き
」を
モ
ッ
ト
ー
に
恵
ま

れ
た
大
自
然
の
中
で
、
毎
日
楽
し
く

勉
強
し
て
い
ま
す
。

　

久
住
小
学
校
で
は
、
久
住
の
こ
と

を
知
る
た
め
に
、
学
年
に
応
じ
た

「
郷
土
学
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

１
・
２
年
生
は
、
生
活
科
の
時
間

に
、「
久
住
の
町
探
検
」を
し
て
い
ま

す
。
久
住
の
よ
い
と
こ
ろ
を
探
し
、

発
表
し
合
う
こ
と
で
、
久
住
へ
の
愛

着
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

３
年
生
は
、「
久
住
の
○
○
づ
く
り

名
人
」を
訪
問
し
て
い
ま
す
。
昨
年

度
は
、ネ
ギ
づ
く
り
名
人
の
も
と
を

訪
れ
、
袋
詰
め
作
業
を
体
験
し
ま
し

た
。

　

４
年
生
は
、
稲
作
に
必
要
な
水
を

確
保
す
る
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
井
路

を
調
べ
ま
し
た
。
重
機
な
ど
の
な

い
時
代
で
、
長
い
年
月
が
か
か
っ
た

こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
ま
た
、
年
２

回
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
訪
問
し
、

ふ
れ
あ
い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

５
年
生
は
、
畜
産
業
に
つ
い
て
、

仕
事
の
大
変
さ
や
、や
り
が
い
な
ど

聞
き
取
り
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
田

ん
ぼ
を
借
り
て
、
田
植
え
・
稲
刈
り
・

脱
穀
を
し
、も
ち
つ
き
を
し
て
い
ま

す
。

　

６
年
生
は
、
郷
土
料
理（
巻
狩
鍋

等
）を
学
ぶ
た
め
、
飲
食
店
を
訪
問

し
ま
し
た
。
聞
き
取
り
や
体
験
を
さ

せ
て
も
ら
い
、
家
庭
科
の
授
業
の
時

間
に
自
分
た

ち
で
調
理
を

し
ま
し
た
。

　

こ
の
他
に

も
、
地
域
の

方
に
民
謡
指

導
を
し
て
い

た
だ
き
、
久

住
高
原
の
唄
日
本
一
大
会
や
久
住
高

原
ま
つ
り
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
夏
に
は
一
大
イ
ベ
ン
ト
の
夏
越

し
祭
が
あ
り
、た
く
さ
ん
の
見
物
客

が
訪
れ
、
久
住
の
町
が
熱
気
を
帯
び

ま
す
。
今
な
お
続
く
伝
統
の
お
祭
り

で
す
。

　

今
年
度
、
久
住
小
学
校
は「
心
豊

か
な
子
ど
も
」 「
た
く
ま
し
い
子
ど

も
」 「
自
ら
学
ぶ
子
ど
も
」の
育
成
を

教
育
目
標
に
掲
げ
、
取
り
組
み
を
始

め
ま
し
た
。
73
名
の
子
ど
も
た
ち
が
、

心
身
と
も
に
た
く
ま
し
く
、
自
分
の

生
ま
れ
育
っ
た
久
住
を
誇
り
に
思
え

る
大
人
に
な
る
よ
う
に
、
全
職
員
が

力
を
合
わ
せ
て
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
久
住
の
子
ど
も
に
対

す
る
、
地
域
の
方
々
の
温
か
い
ご
支

援
を
、
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。　
　
　

     （
教
頭　

橋
本
誠
治
）

地
域
で
育
つ
久
住
っ
子

今
月
の
学
び
舎　

竹
田
市
立
久
住
小
学
校

↑久住高原まつりに参加

↑稲刈り作業

↑郷土料理を学習

↑特別養護老人ホームを訪問

↑神堤の街道

教　育
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。

　

山
地
の
草
地
に
生
育
す
る
高
さ

５
㌢
ほ
ど
の
草く
さ

丈た
け

の
低
い
多
年
草

で
す
。
同
じ
仲
間
の
キ
ジ
ム
シ
ロ

に
似
て
い
ま
す
が
、
長
い
走そ
う

出し
ゅ

枝つ
し

を
出
し
て
、
つ
る
を
地
面
に
は
わ

せ
、
小し
ょ
う

葉よ
う

も
小
さ
く
数
も
少
な
い

の
で
区
別
で
き
ま
す
。
つ
る
は
暗あ
ん

赤せ
き

色し
ょ
く

で
細
く
、
ま
た
茎
と
葉
に
は

粗
い
毛
が
あ
り
ま
す
。

　

葉
は
鋸き
ょ

歯し

の
あ
る
卵ら
ん

形け
い

で
、
根こ
ん

生せ
い

葉よ
う

は
普
通
７
個
の
小
葉
が
つ
く

奇き

数す
う

羽う
じ
ょ
う状
複ふ
く

葉よ
う

で
す
。
先
端
に
つ

く
頂ち
ょ
う

小し
ょ
う

葉よ
う

と
側そ

く

小し
ょ
う

葉よ
う

の
３
個
が
特

に
大
き
く
、
葉よ
う

軸じ
く

の
小
葉
は
極
端

に
小
さ
い
で
す
。
大
き
い
頂
小
葉

は
長
さ
２
㌢
、
幅
が
１
・
８
㌢
ほ

ど
あ
り
ま
す
。

　

初
夏
の
頃
、
茎
の
先
に
鮮
や
か

な
黄
色
の
径
１
・
５
㌢
ほ
ど
の
花か

弁べ
ん

が
ハ
ー
ト
形
を
し
た
５
弁
花
を

咲
か
せ
ま
す
。

　

和
名
の
由
来
は
、
走
出
枝
を
伸

ば
し
、
放
射
状
に
広
が
っ
た
株
を

キ
ジ
の
座
る
む
し
ろ
に
見
立
て
た

こ
と
か
ら
蔓つ
る

雉き
じ

蓆む
し
ろ

の
名
が
あ
り
ま

す
。

　

竹
田
で
は
、
く
じ
ゅ
う
山
系
の

標
高
の
高
い
中
腹
か
ら
山
頂
部
の

日
当
た
り
の
よ
い
開
け
た
場
所
で

観
察
さ
れ
ま
す
が
、
固
体
の
少
な

い
植
物
で
す
。
大
分
県
の
絶ぜ
つ

滅め
つ

危き

惧ぐ

種し
ゅ

。
花
期
は
５
月
で
す
。

阿孫  久見

第146回

ツルキジムシロ（バラ科）

平成29年６月に１歳の誕生日を迎えるお子さんの写真

を募集します！　問秘書広報係 ☎63-1043

平成28年5月生まれ
誕生日　親

（地区・自治会）

郷土の植物

誕
生
お
め
で
と
う

３
月
生
ま
れ

（
親
・
自
治
会
）

（337）


